










































































 第3章ミニスケールモデルによる新型式用途指向型高効率永久磁石同期機の材料選定指針の導出
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 図3.1  コアレス巻線アキシャルギャップ型回転電気機器の基本構成
N

 図3.3に示した
 解析時の切断面
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 図3.2永久磁石部軸方向断面図(8極の場合)
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 第4章用途指向型永久磁石同期モータの設計パラたタ候補の絞り込み手法の提案

    
          

7↑4↓
             

 
1-Ψ小←5÷9

   
 

    
     

 
きか則/○壷β一1→5今4
        

  
    

54○○01φ4一88一○○○mmO31{」=一1一-1■021Eアコタト板側
    

    
      

φ・閣--、㎞
    

     
    

 
ロ
ー
タ
断
面
図
ロ
ー
タ
全
体
図
口
ー
タ
拡
大
図

                
     

       
アコタ一口mm54

 
   

  
       

 
アコタ一』丁ス脇鷺膜石磁久永N&17↓5

       
       

mmO21↑
←

    
        

 
 

○
OOOOmmO126⇔

   
           

、
慰
、
2
→

              Z∠/    
     

    
 

モ
ー
タ
断
面
図
ス
テ
ー
タ
全
体
図
ス
ロ
ッ
ト
形
状
図

 図4.5モータ形状寸法
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 第4章用途指向型永久磁石同期モータの設計パラメータ候補の絞り込み手法の提案
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 図4.7モータ定数の取り得る範囲

 1.25,L5,2.0とした場合の横軸の相誘起電圧定数軸と縦軸の4軸イン

 ダクタンス軸で表されるモータ定数の取りうる範囲を平面領域として示

 している。算出方法は,4.3節に従っている。

 (5)モータ設計可能性の判断

 図4.7に示すように,横軸の相誘起電圧定数軸と縦軸の4軸インダクタン

 ス軸に平面領域としてモータ定数範囲は存在するので,実現可能性あり

 と判断した。

 (6)極数とスロット数の組み合わせの決定

 極数8は,分布巻で48スロットの製作実績がある。本モータにおいて

 は製作実績に従い,8極48スロットと決定した。

 (7)回転子構造の設計指針の決定

 本モータにおいては,製作実績のある設計指針に従い,一層平板永久磁
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 図A1.2突極集中巻埋込磁石同期モータの構造

 A1.2.2モータの動作原理

 16極18スロット機の動作原理を理解するため,図AL3に示す三相交流電流1周

 期分に対する回転子位置の移動を見てみる。三相交流電流の代表点θ、,a,θ、,,

 a、'の各時点を考え,回転子をフリーにした状態から,巻線U,V,Wにそれぞれ

 θ、,a,,θ,,,θ、'に相当する直流電流通電時の回転子停止位置(磁気的な安定点)

 を示したのが,図A1.4の(1),(2),(3),(4)で,この図では理解を容易にするため

 にギャップの径方向中心を基準に固定子一回転子問を直線状に展開している。

 図A1.4の(1)の状態は,図Al.3のθ、に相当して,U相からV,W相へ通電してお

 り,突極内に発生する巻線起磁力は図示のようにU相が最大,V,W相はU相の

 1/2になる。この時に回転子が安定停止する位置は,U相突極(n=2)の正面にN極

 のある状態である。θ、に対応する通電状態からaの通電状態へ変えると,突極内
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 図A1.7極数とスロット数の組み合わせ候補に対する特性計算結果

 これらの結果より,ASEMの極数とスロット数の組み合わせば,3つの性能指

 標が総合的に優れる16極18スロットに決定した。

 A1.4設計結果

 AL3節で決定した極数とスロット数の組み合わせに基づいて設計を行ったモ

 ータの設計結果について述べる。設計は16極18スロット機の試行設計結果をベ

 ースとして,高トルク定数化及び高効率化のため,固定子鉄心のスロット形状

 及び回転子鉄心の極間の鉄心形状に変更を加えている。決定した設計諸元を表

 AL4に,モータ断面図を図AL8に示す。形状寸法は,制約条件である軸方向断
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 図AL8モータ断面図
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 図A2.2ブリッジ幅の変化
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 図A2.3ブリッジ幅の影響
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 A2.2.3磁石埋込深さ

 磁石埋込深さが特性に与える影響について検討する。磁石埋込深さは5、Omm

 から13.Ommまで変化させている。図A2.6に回転子構造を示す。前項と同様に磁

 石埋込深さ以外は同一寸法としている。

    K5.Omm0-/バ、ノ＼,ノ、、《》㌦、/＼/＼、,/＼/＼冷/、、.、＼.!L7.Omm/、1～、/～グ＼～、>＼＼/＼./＼ノヘ/ゾー)!
    M9.Omm且煽～>＼./＼＼(/＼,./N10.Ommく謡1凌『>、＼//＼＼./＼1一!》てト
    011.Omm/劔19,＼く、.倉、・,＼/■ロ＼、＼(/て>■'P13.Omm/薫、1礎＼≦立。7!)階■/＼、/<(ゾ
        記号KLMN0P

        ブリッジ幅[mm]2.0←←←←←

        極角度[。]36←←←←←

        磁石埋込深さ[mm]579111013

        磁石長さ[mm]28←←←←←

 図A2.6磁石埋込深さの変化
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